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第 15 回総務企画専門委員会 議事録（概要） 

 
１ 日時 

   令和３年(2021 年)６月７日（月） 14:00～15:00 

 
２ 場所 

   大津合同庁舎７－A 会議室 

 
３ 出席委員（五十音順、敬称略） 

猪飼 隆幸 委員、井上 善治 委員、太田 千惠子 委員、嘉悦 和子 委員、 

岸本 英幸 委員、斉藤 隆史 委員、田中 勇人 委員、田端 克行 委員 

橋爪 建治 委員長、萩原 良智 委員（代理出席：馬場 康宏 氏）、濵川 克彦 委員 

廣瀬 年昭 副委員長 

（委員定数 15 名中 12名出席） 

（欠席委員：雲根 ひとみ 委員、松永 敬子 委員、村田 昌弥 委員） 

   その他事務局職員 

 
４ 会議概要 

【報告事項】 

(1) 開催に向けた令和３年度の主な取組について 

【質疑】 

なし 

 

(2) 第79回国民スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会開催基本構想の進捗状況に 

ついて 

【質疑】 

＜委員＞ 

 令和２年度の寄附額と今後の寄附募集の推進策について教えてほしい。 

＜事務局＞ 

令和２年度は約3,600万円の寄附をいただいた。 

寄附募集の取組については、今年度から募金グッズの販売を開始する等、引き続き行っ

ていく。 

 

(3) 第79回国民スポーツ大会正式競技開催予定施設名の変更について 

【質疑】 

なし 

 

(4) 第24回全国障害者オープン競技開催予定施設名の変更について 

【質疑】 

なし 
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【審議事項】 

(1) 第79回国民スポーツ大会・第24回全国障害者スポーツ大会 会期（案） 

・案のとおり承認された。 

【質疑】 

＜委員＞ 

 国スポと障スポの間隔が開くと、具体的にどのような支障があるのか。 

＜事務局＞ 

国スポの盛り上がりが障スポに繋がりにくいと考えている。 

＜委員＞ 

国スポと障スポの間、会場借上を継続しなければならない等の支障はないか。 

＜事務局＞ 

国スポと障スポの間隔が開く場合、会場借上は継続せず、それぞれの大会期間中のみ借

り上げることを考えている。 

 

(2) 第 79 回国民スポーツ大会 正式競技 会場地市町第八次内定（案） 

・案のとおり承認された。 

【質疑】 

＜委員＞ 

 サッカー（少年女子）は甲賀市の会場で開催されるが、なぜ大津市が準備運営に関わる

のか。また、ラグビーフットボールについて、野洲市長が新市長になり、新市長は準備運

営に協力すると発言されていたが、県と野洲市の協議は進んでいるか。 

＜事務局＞ 

 サッカー（少年女子）は、大津市のびわこ成蹊スポーツ大学陸上フィールドから甲賀市

の甲賀市水口スポーツの森陸上競技場に変更した経緯があり、甲賀市の協力を得ながら、

大津市中心に準備運営していただくことになっている。 

 ラグビーフットボールについては、県と野洲市の協議を開始したばかりで、具体的なこ

とは今後決めていくことにしている。 

 

(3) 第 79回国民スポーツ大会 正式競技 開催予定施設変更（案） 

・案のとおり承認された。 

【質疑】 

 なし 

 

(4) 第 79 回国民スポーツ大会 競技施設基準改正（案） 

・案のとおり承認された。 

【質疑】 

＜委員＞ 

 スポーツクライミングの競技施設基準改正について、開催準備に影響が出るものと思わ

れるが、会場地市町には説明されているか。 

＜事務局＞ 

 今回の改正により、影響が出るとは考えていない。 

 



3 
 

＜委員＞ 

 今後、各競技の施設基準が変更になる可能性があるということだが、全てに対応してい

くのか。 

＜事務局＞ 

 施設整備は時間がかかるので、基本的には中央競技団体正規視察を受けた時点での競技

施設基準により整備を進めていくことになる。平成 30 年度から中央競技団体正規視察を順

次受けており、ほとんどの競技において視察は済んでいるが、視察以降において施設基準

が変更になった場合は、できる限り対応するという整理にしている。 

＜委員＞ 

 全国障害者スポーツ大会の競技施設基準はあるのか。 

＜事務局＞ 

 全国障害者スポーツ大会の競技施設基準はない。 

 

 (5) 第 79 回国民スポーツ大会 競技施設整備計画（第３次）（案） 

・案のとおり承認された。 

【質疑】 

＜委員＞ 

 彦根市は新市長になり、新市長は彦根市スポーツ・文化交流センターの計画を見直すと

発言されていたが、何か情報はあるか。 

＜事務局＞ 

 今後、確認していく。 

＜委員＞ 

 競技施設改修の際、バリアフリー化工事も行われるものと認識しているが、計画段階や

検証に地域の障害者は参画しているか。 

＜事務局＞ 

 令和２年度より市町競技施設整備費補助金にバリアフリー化の項目を追加し、昨年度に

１件、今年度も２件、市町の競技施設バリアフリー化工事への補助を予定している。 

 また、昨年度、障害のある当事者に協力いただき、全国障害者スポーツ大会競技会場の

バリアフリー調査を実施した。調査結果は、各市町に活用していただけるようフィードバ

ックさせていただいたところ。 

 


